
1000年続く地域を目指します！

地方生活の魅力、UIJターンの拡大

雪の日舎 代表 佐藤可奈子
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活動拠点 新潟県十日町市池谷集落 9軒24人（十日町市人口約5.4万人）
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雪の日がうむ、目に見えない価値
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農家としての、現場の声。
移住女子としての、都市の声。
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農村なら地続きライフスタイルが実現できるのでは？

私たちの問題意識
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農業×保育

農村の土壌に保育の幹を育てる
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なぜ？対象顧客
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５軒の農家で栽培
買い取り、
加工・販売を実施。

農産物の栽培、加工品、「こどもおやつ」商品開発、販売
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はぐくむ背中を応援する、ネットショップ・webメディアの運営

9



はぐくむ背中を応援する、ネットショップ・webメディアの運営

10



キッズファームウェアの制作、販売、コミュニティ運営
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農村まるごとようちえんに見立てた、「農業×保育」の拠点づくり（2018年〜）
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香川県出身→東京の大学へ（人道支援、紛争解決を勉強）
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大学３年生のときに、中越地震の復興ボランティアで出逢った池谷集落
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限界集落ではなく、きぼうしゅうらくだった。
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大学を卒業後、移住・就農「大切だと思うものを、農業を通じてちゃんとつなげたい」
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１年目：村の人がつきっきり農業（水稲、５０種類以上の野菜）
２〜３年目：農業研修（水稲、ナス・枝豆出荷）
４年目：個人事業主の農家として独立
５年目：出産（水稲、さつまいもにしぼる、干し芋生産）
８年目：農園法人化
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移住女子フリーペーパー「ChuClu」中山間地域に移住した女子たちで、都市と農村をつなぐ
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全国移住女子サミット（2014~2016年）、オンラインサロンなど。
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若者の見える化が、次の若者の支えとなる。そして、地域の底上げが個人を高めてくれる。
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十日町・津南ファーマーズちゃーはん「農業×異業種により、若手みえる化へ」
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農業×編集「農家のアイドル本ギフトブック」づくり

23



農業×建築「田んぼのなかに、教室をつくる」

24



農業×ウェディング、などなど。
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農村

未来の 

移住女子や 

サポーター

情報、  

インターン受け入れ 

移住サポート

サポーター 

通い 

移住

若手 

グループ、

N ORA GI

新規就農者や 

移住女子の受け皿

途切れのないレールで 

不安を取り除く
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個人顧客０人→120名

食育交流→約150名/年

結婚１組（笑）

いつもそこにいる、
移住女子
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農村

未来の 

移住女子や 

サポーター
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インターン受け入れ 

移住サポート

サポーター 

通い 

移住

若手 

グループ、

N ORA GI

新規就農者や 

移住女子の受け皿

途切れのないレールで 

不安を取り除く
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移住女子はリーダーというより、触媒となれる子たち。

自然体な子は、力んでないから
触媒になれる 29



課題意識型あるいは、それによる承認欲求型

移住女子の内訳
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移住女子の内訳

ふつうに暮らしたい子

人生の変化の節目ごとに、
なにが自分にとって一番大切かに
向き合い続けてきているから、
フットワークも軽く変化に柔軟
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地方の魅力？ １、くらしと仕事と子育てが地続き
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地方の魅力？ ２、生き方を学べる、学びが面白い
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地方の魅力？ ３、ほしいものを作れる瞬発力と規模感
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地方の魅力？ ４、「こうあらねば」がない。
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①実は知りたいのは、「地方の魅力」でも「地方の企業」でも
「移住支援」でもなく生き方、暮らし方のパターン数

いままで「何（職業）に
なりたいのか」問われ続けてきた。

当たり前のように、就活が始まり、
「どの企業に入りたいか」を

問われるけれど、
どう暮らしたいか、どうありたいか、
生き方のフィルターをかけて
考えたことがなかったし、

そういう選択肢を知らなかった。

IUJターン拡大について、大事だと思うこと

36



生き方も同じくらい多様。
就職、半農半X（→多様）、起業（→多様）、継業、新しい仕事、小さな仕事の組み合わせ、
多拠点、２拠点、地域おこし協力隊、地方インターン、シェアハウス、ゲストハウス、リノベ、
DIY、作家、クリエイター、子持ち、独身、コミュニティデザイン、住み込み、手仕事、伝統工芸
プロジェクト、森のようちえん、大卒、その他キーワード検索

IUJターン拡大について、大事だと思うこと
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②観光地、職場、食も大事だけど、いかに人に会わせるか
「人に会いに行くツアー」「先輩移住者との接触」

（大学のオープンキャンパスと同じ）

IUJターン拡大について、大事だと思うこと
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③超個別対応係の実現
受け皿や入口の多さ、固定の相談役、先輩移住者が移住受け入れ員に

IUJターン拡大について、大事だと思うこと
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④若者のフットワークを後押しして、
日本中をぐるぐるぐるぐる交錯させるサポートを。

IUJターン拡大について、大事だと思うこと

海外留学のように
地方留学、
社会人の留職

例：NPO法人クロスフィールズ

交通費のサポートに
民泊などのかけあわせ

例：緑の直行便グリーンライナー

青春１８切符
いつでも使える

仕事から入らない。
くらしから入る。

例：Iターン留学いなカレッジ

だいたいは１年も住めば、人の縁ができ情報が入りはじめ、自分で仕事を見つけたり作ったりしちゃう 40


